
風水害から身を守るには（日頃の備え）

大雨の際の危険箇所

台風や豪雨は、正確な気象情報を収集し、早くから災害に備え安全対策をすることで、被害を最小限
にとどめることができます。台風や豪雨が迫ってからの対策は危険です。日頃から周囲を点検し、自分
で改善できないことは専門業者に相談するなどして、浸水や強風に備えておきましょう。

雨の強さと降り方、災害発生の目安

　鉄道の下など路面が
低くなっているところは、
水がたまるおそれがある
ので、車で入らないよう
にしましょう。浸水・冠水
の危険を感じたら、速やか
に車を高台に移動させま
しょう。

◇アンダーパス

　急に空が暗くなり、雷が聞こえ始めたら、急激に増水
するおそれがあるので、川に近づかないようにしましょう。

◇川

洪水発生時における避難の心得

正確な情報収集と早めの避難
台風の接近や大雨の予報などがある場合は、テレビ、
ラジオなどの最新の気象情報に注意しましょう。
また、夜間や降雨時の避難が困難であったり、危険が
伴う場合があるので、早めの避難を心掛けましょう。

非常持出品を忘れずに
台風の接近時など、災害の発生が予想される場合は、
非常持出品に加えて、自分や家族に必要な生活用品や
食料を用意して避難するようにしましょう。

避難時は戸締りや火の始末
避難時には火元を点検し、電気のブレーカーを切り、
戸締りをするようにしましょう。

可能な範囲で協力、集団での避難
単独での避難は事故にあったときに非常に危険です。
複数人で避難するようにしましょう。
また、隣近所で声を掛け合い、高齢者や身体の不自由な
方、子どもなどの避難に可能な範囲で協力しましょう。

危険な場所は避けて避難
ガード下やがけ地、堤防などを通るのは危険です。
近所であっても避けましょう。橋については十分安全
を確認してから渡りましょう。

足元を確認しながら避難
冠水した道路は足元が見えないため危険です。
道路の端を通らないようにし、傘や長い棒などで足元
を確認しながら進みましょう。

万一避難が遅れたら…（垂直避難）
道路が冠水している場合や夜間などで外に出ることがかえって危険な場合は、自宅や近くの頑丈な建物の２階
以上や山側から離れた部屋など、より安全な場所へ緊急的な避難をしましょう。
また、こうした危険な状況になる前に、早めの避難を心掛けましょう。
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